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第 3 期 通常総会資料 

 

日時：2026(令和 8)年 6 月 8 日（月）20:00～21:00 

開場：Zoom 

 

 

 

 

 

 

〈 議 題 〉 

 

第一号議案 役員候補者の選任に関する件 

 

第二号議案 2025 年度事業報告並びに活動計算書承認の件 

 

第三号議案 2026 年度事業計画及び活動予算案決定の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 Sisterhood 
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第一号議案 役員候補者の選任に関する件 

 

社員総会でのご承認がいただけましたら、2026 年度の理事・監事の役員構成は以下の通りと

なります。 

理事  小笠原千秋（重任） 

理事  滝口克典（重任） 

理事  松浦篤子（重任） 

理事  伊㔟みゆき（重任） 

理事  小川真実（重任） 

理事  片山枝美（重任） 

監事  多田曜子（重任） 

 

 

第二号議案 2025 年度事業報告並びに活動計算書承認の件 

 

1. 事業概要報告 

（1）女性の居場所づくり  

事業法人としての２年目である 2025 年度は、困難を抱える若年女性への居場所づくり事業

（休眠預金事業）ならびに、それ以外の年代の生きづらさを抱えた女性たちに対する居場所づ

くり（自主事業）を中心に取り組んだ。具体的には若年女性のフリースペース「Mayflower」

を山形市八日町にて開設し、週 2 回開催、4 月から翌年 3 月までの 12 か月で 16～35 歳まで

の性自認女性の方、延べ 253 人に利用いただいた。より困難なケース（2 人）に関しては、他

団体や行政や福祉の窓口に同行支援し、専門家への橋渡しを行った。フリースペース開所の時

間帯の後半部分では「夜ごはん会」を開催。フリースペース利用者の引き続きの参加や、1 人

暮らしの方、家族と食事ができない事情を抱えた方など、延べ 207 人の参加があった。 

また、手作業を楽しみながらともに時間を過ごす「クラフトの会」を月 1 回開催。延べ 28

人の参加があった。その他の年代の女性に対する居場所づくり事業としては「ジェンダーもや

もや女子会」を 4～翌 3 月に 11 回開催し 20～50 代の女性、延べ 41 人の方に参加いただい

た。夏からは、平日の日中に不定期で「子育て世代のジェンダーもやもや女子会」も 4 回開催。

平日の日中にしか集まれない子育て世代の方 2 人が参加し、ジェンダーに関することを安心

して心置きなく話せる場が生まれた。 

このような取り組みについて、2025 年 10 月には、「山形県男女共同参画社会づくり功労者

等知事表彰（チャレンジ賞）を受賞した。 

 

(2)ジェンダー不平等に関する情報発信や学習機会の提供  

Instagram で週 2～3 回の発信を継続し、4 月から翌年 3 月にかけてフォロワーがおよそ 770
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人から 1110 人に増加。地元メディアには 10 回（新聞 7 回、ラジオ４回、Web 記事 1 回）取

り上げられた。また、「やまがた NPO 活動促進大会」（11 月 7 日）、山形県女性支援事業従事

者研修（11 月 12 日）、NPO GEWEL オープンフォーラム（11 月 30 日）、山形県地域福祉推

進課「『若年女性支援』と『ダブルケア』を考える」（12 月 2 日）に代表理事が登壇し、これ

までの取り組みを発表した。 

独立行政法人福祉医療機構の助成を受け、「村山地方の困難若年女性および家族への地域支

援資源の接続・媒介事業」にとりくんだ。具体的には、5 月～翌 3 月まで村山地方の 11 市町

（山形市、天童市、寒河江市、大江町、東根市、村山市、河北町、上山市、中山町、山辺町、

尾花沢市）をまわり、毎月第 2・４金曜に「ひきこもり講座＆トークシェア」を開催した（計

22 回、参加者のべ 168 名）。また 9 月 27 日には、「女性のひきこもり」問題を啓発するための

トークイベント「『女性のひきこもり』を考える どう理解し、支援していけばよいか」を遊

学館（山形市緑町）にて開催した（参加者 42 名）。加えて、各市町をまわって各地の支援資源

に関する情報を収集し、親の会 7 団体ならびに居場所 13 団体に協力を求め、2026 年 3 月に

それら地域資源についての紹介記事をまとめた当事者とその家族向けのガイド冊子（家族向

け：『ひきこもる娘さんと暮らすご家族のためのよりどころガイド＠山形県村山地方』B5 判・

76 頁、本人向け『だれかとつながりたいあなたのための〈居場所〉ガイド＠山形県村山地方』

B5 判・44 頁）各 1,500 部を制作・発行し、各地の社協や保健室、相談窓口等 107 か所に送付

した。 

 

(3)支援者の力量形成・人材育成事業  

女性支援やハラスメントに関わるオムニバス講座と連続講座（休眠預金事業）を 4 月～11

月のあいだ 9 回開催。延べ 107 人参加。「居場所づくりのお悩み相談会」（休眠預金事業）を８

回開催。山形や宮城、岩手からの参加者 35 人を迎えた。また、2025 年度は、山形県の「山形

県女性支援事業従事者研修」事業を受託。山形県 4 地域にそれぞれ開設された「女性の居場

所」受託団体、ならびに女性相談支援員に向けて全 4 回の講座を開催。延べ 99 人の参加があ

った。 

 

〈人材育成 講座テーマ〉  

  演 題  講 師    

4 月 27 日 性暴力被害当事者が語る、トラウ

マ影響へのバリアフリー 

八幡真弓氏 
 

5 月 25 日 「性別役割分業」の社会学 滝口克典  なぜ女性はこんなにも忙しいのか？ 

6 月 22 日 「女性の貧困」の社会学 滝口克典 なぜ女性はこんなにも忙しいのか？ 

7 月 27 日  「性暴力」の社会学  滝口克典 なぜ女性はこんなにも忙しいのか？ 

8 月 24 日  “にんしん SOS”と東北の若者の今 東田美香氏  
 

9 月 28 日  なぜいまハラスメントが問題なの

か？「いやがらせ」の社会学 

滝口克典 ハラスメントを考える 
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10 月 26 日  どこからがセクハラ／パワハラ

か？「職場のハラスメント」の社会

学  

滝口克典 ハラスメントを考える 

11 月 23 日  モラ夫はどんなふうに妻を支配し

ているのか？「家庭内ハラスメン

ト」の社会学 

滝口克典 ハラスメントを考える 

12 月 20 日 「『女性の休日』が絵本となって届

くまで！」 

前田君江氏 翻訳という仕事 

 

 

(4)多様な主体の連携  

初の試みである「異業種交流会」を 6 月 14 日に開催。20～50 代 4 人の方に参加いただい

た。また、居場所の利用者に関して、民間の他団体や社協（山形市、天童市）、学校関係者（養

護教諭）などから紹介をいただいたり、情報共有などを行ったりした。 

 

(5)その他目的を達成するために必要な事業  

2025 年 8 月には、初の試みであるクラウドファンディングにチャレンジし、1 か月間で、

416 人の方から 3,229,000 円のご支援をいただいた。（うち、2,600,000 円は休眠預金の自己資

金分として支払い。残りを 2026 年度の Mayflower の家賃支払いへ充当） 

昨年度から開始した若年女性のための就活用スーツ無料貸出事業（やまがた社会貢献基金）

の貸出件数は、延べ 13 人。 

また、「一般社団法人えんがお」の伴走支援事業に採択され、10 月から翌年 3 月まで、月 1

回のリモートミーティング（担当：小山市市活センター古河大輔氏）、2 月末には「えんがお」

代表の濱野将行氏の訪問を受けた。 

2025 年度のやまがた社会貢献基金（テーマ型）を利用した活動として、「ひとり親世帯への

育児・掃除訪問支援事業」に取組み、山形市のみならず、村山市・東根市からも多数の依頼を

いただいた。7 ヵ月で計 48 回、10 家庭のご家庭へ 2 名のスタッフで訪問し、育児と家事の支

援を行った。 

同時に、やまがた社会貢献基金（一般型）を活用した「ネットパトロール」事業を展開。NPO

法人 Bond プロジェクト（東京）や NPO 法人 CAN（札幌）にて方法論ややり方を教わり、8

カ月間、X（旧 Twitter）、Threads を検索しながら、山形県の女性たちがどのようなつぶやき

をしているのかを探った。229 件の気になる投稿を発見し、そのうちの 6 割が“パパ活”に関す

るものであった。これについては報告書にまとめ、県の担当課や女性相談支援員などに送付し

た。 

 

(6)事業の実施・運営に必要な、団体の組織・活動基盤の整備  

理事会・・・6 月 3 日  理事懇談会・・・7 月 14 日  臨時総会・・・なし 
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２．事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 (2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日) 

事 業 名  

(定款に記載し

た事業)  

具体的な事業内容  

(A)当該事業の  

 実施日時  

(B)当該事業の  

実施場所  

(C)従事者の人数  

(D)受益対象  

者の範囲  

(E)人数  

事 業

費  

（ 単

位：千

円）  

定款 6-1-1 

ジェンダー不

平等の中で生

きづらさを抱

えるさまざま

な人々のため

の居場所づく

り事業 

困難を抱える若年女性に

さまざまな居場所（常設

のフリースペースならび

に非常設のテーマ型コミ

ュニティ）を提供した。 

(A)4 月～3 月、フリース

ペースを週 2 回、テーマ型

コミュニティを月１回の

頻度で実施  

(B)山形市八日町  

(C)2 人 

(D)山形県村山地域

の困難を抱える若年

女性  

(E)253 名（延べ）／

テーマ型28名（延べ） 

10,34

7  

生きづらさを抱えるさま

ざまな年代の女性に居場

所（非常設のテーマ型コ

ミュニティ）を提供した。 

(A)4 月～3 月、月 1 回の

頻度で実施  

(B)山形市内にて実施  

(C)2 人  

(D)山形県村山地域

の生きづらさを抱え

る女性  

(E)41 名（延べ） 

26  

生きづらさを抱える子育

て世代代の女性に居場所

（非常設のテーマ型コミ

ュニティ）を提供した。 

(A)8 月 20 日、9 月 24 日、

10 月 29 日、12 月 10 日  

(B)山形市八日町  

(C)1 人 

(D)子育て世代の生

きづらさを抱える女

性  

(E)8 名（延べ） 

10 

定款 6-1-2 

ジェンダー不平

等の中で生きづ

らさを抱えるさ

まざまな人々の

ための情報提供

事業 

ジェンダーやフェミニズムに

まつわる情報収集・提供の機

会を創出した。 
 

(A) 11 月 7 日、11 月 12 日、

11 月 30 日、12 月 2 日 

(B)オンライン、自治会館、山

形県産業創造支援センター  

(C)1 人 

(D)市民活動、女性支援

に関心がある人 

(E)多数  
 

10  

女性のひきこもりならびにそ

の支援に関する地域での学習

機会を提供した。 

(A)5 月 16 日、30 日、6 月 13

日、27 日、7 月 11 日、25 日、

8 月 8 日、22 日、9 月 12 日、

26 日、10 月 10 日、24 日、11

月 14 日、28 日、12 月 12 日、

26 日、1 月 9 日、23 日、2 月

13 日、27 日、3 月 13 日、27

日 

(B) 山形市、天童市、寒河江

(D)ひきこもり、ひきこ

もり支援に関心がある

人 

(E)168 名（延べ） 

 

 470 
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市、大江町、東根市、村山市、

河北町、上山市、中山町、山辺

町、尾花沢市の公共施設 

(C)2 人 

女性のひきこもりならびにそ

の支援に関する学習および交

流の機会を提供した。 

(A)9 月 27 日 

(B)遊学館 

(C)4 人 

(D) 女性のひきこもり、

ひきこもり支援に関心

がある人 

(E)42 名 

150 

女性のひきこもりならびにそ

の支援資源に関する情報提供

のメディア（冊子）を制作・発

行した。 

(A)3 月 

(B)山形市緑町 

(C)1 人 

(D)村山地方の女性のひ

きこもり当事者ならび

にその家族、支援者、相

談窓口など 

(E)当事者向け 1,500 部、

家族向け 1,500 部 

1,627 

ジェンダーやフェミニズムに

まつわる情報提供のメディア

（ウェブサイト）を創出し

た。  

(A) 4 月～3 月 

(B)オンライン（SNS） 

(C)1 人 

(D)不特定  

(E)多数 
10 

ジェンダーやフェミニズムに

まつわる活動情報を既存のメ

ディアを通じて発信した。 

(A) 4 月～3 月 

(B)新聞、ラジオ、オンライン 

(C)2 人 

(D)不特定  

(E)多数 
20 

ジェンダーやフェミニズムに

まつわる活動およびその評価

に関する情報提供のメディア

（冊子）を制作・発行。 

(A)2 月 

(B)山形市緑町 

(C)2 人 

(D) 市民活動、女性支援

に関心がある人 

(E)3,000 部 

920 

定款 6-1-3  

ジェンダー不平

等の中で生きづ

らさを抱えるさ

まざまな人々の

エンパワメント

のための力量

形成及び人材

育成事業  

若年女性支援の力量形成・人

材育成のための学習機会（講

座・学習会・相談会など）を提

供した。 

(A) 連続講座 5～7 月、9～11

月（計 6 回）、オムニバス講座

3 回／居場所相談会…４月～

12 月までのあいだ、月 1 回の

頻度で実施  

(B)山形市内にて実施  

(C)4 人 

(D)不特定 

(E)312 人（延べ） 
 430 

山形県女性支援事業従事

者研修 

(D)女性支援関係者  

(E)99 人 

277 
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定款 6-1-4  

多様な主体の

連携により、ジ

ェンダー不平

等の解決を促

進するしくみ

をつくる事業  

Sisterhood の活動に興味

関心のある個人、団体の

方との異業種交流会を開

催した。  

(A)6 月 14 日  

(B)山形市八日町  

(C)2 人 

(D)女性・若者支援関

係者  

(E)3 人 

20 

定款 6-1-5  

前各号以外に、

定款第 3 条の

目的を達成す

るために必要

な事業  

困窮状態にある若年女性

へスーツの無料貸出事業

を実施。 

(A) 4 月～3 月  

(B)貸出…山形県内  

(C)2 人 

(D)県内各地の若年

女性とその家族  

(E)13 人（延べ） 

10 

クラウドファンディング 

(A)8 月 1 日～31 日 

(B)オンライン 

(C)4 人 

(D)不特定 

(E)416 人 
320 

えんがお伴走支援事業 

(A)10 月 13 日、11 月 6

日、12 月 3 日、1 月 17 日、

2 月 23 日、2 月 28 日、3

月 11 日 

(B)オンライン、山形市八

日町 

(C)2 人 

(D)市民活動家 

(E)4 人 
10 

母子のみ世帯への育児・

家事訪問支援アウトリー

チ事業 

(A)7 月～2 月 

(B)山形県村山地域 

(C)2 人 

(D)母子世帯 

(E)48 回、10 家庭 
1,000 

困難を抱える女性を対象

にしたネットパトロール

事業 

(A)7 月～2 月 

(B)山形市八日町  

(C)4 人 

(D)山形県内の困難

を抱える女性 

(E)229 人 

500 

定款 6-1-6  

前各号の事業を

実施するために

必要な管理・運営

に関する事業  

上記事業の管理・運営ならび

に評価を行った。 

(A) 4 月～3 月  

(B)山形市内にて実施  

(C)2 人 

（D）事業の利用者／

関係者  

（E）7 人 

980  
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３．活動計算書 
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2026 年 5 月 4 日に多田曜子監事より監査を受けましたので、ご報告いたします。 
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第三号議案 2026 年度事業計画及び活動予算案決定の件 

 

１ 事業実施の方針  

・設立 3 年目となる 2026 年度は、これまで続けてきた通常の若年女性の〈居場所〉づくり事

業に加えて NGO ジョイセフからの委託により、SRHR（性と生殖に関する健康と権利）に関

する取り組みを行う。具体的には、週 1 回のユース保健室の開設と、緊急避妊薬に関する冊子

（山形オリジナルバージョン）の作成。 

・また、安定的に〈居場所〉づくり事業を継続していくため、継続寄付を増やし、安定的な資

金調達を確保できるように取り組む。 

 

２ 事業の実施に関する事項  

(1) 特定非営利活動に係る事業 （案） 

事業名 

(定款に記載した事

業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費

の  

予 算

額  

（ 単

位：千

円） 

定款 6-1-1  

ジェンダー不平等

の中で生きづらさ

を抱えるさまざま

な人々のための居

場所づくり事業 

困難を抱える若年

女性にさまざまな

居場所（常設のフリ

ースペースならび

に非常設のテーマ

型コミュニティ）を

提供 

(A)4 月～3 月、フリー

スペースを週 2 回、テ

ーマ型コミュニティ

を月1回の頻度で実施 

(B)山形市八日町にて

実施 

(C)1 人 

(D)山形県村山地

域の困難を抱える

若年女性 

(E)250 名（延べ ） 

5,560  

生きづらさを抱え

るさまざまな年代

の女性に居場所（非

常設のテーマ型コ

ミュニティ）を提供 

(A)４月～3 月、月 1 回

の頻度で実施 

(B)山形市八日町にて

実施 

(C)2 人 

(D)山形県村山地

域の生きづらさを

抱える女性 

(E)60 名（延べ） 

50  

身体や心に不安を

抱える 10～２０代

の女性のためのユ

ース保健室を週１

回開設 

(A)４月～2 月、週 1 回

の頻度で実施 

(B)山形市八日町にて

実施 

(C)2 人 

(D)山形県村山地

域の体や心の悩み

を抱える 10～20 代

の女性 

(E)100 名（延べ） 

1,000 
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定款 6-1-2 

ジェンダー不平等

の中で生きづらさ

を抱えるさまざま

な人々のための情

報収集・情報提供事

業 

緊急避妊薬に関す

る〈やまがた〉の情

報をつたえる冊子

を作る 

(A) 5 月～8 月のあい

だ編集会議を行い、9

月に発行 

(B)山形県内 

(C)3 人 

(D)村山地区の若

年女性 

(E)1000 人 

800 

女性の健康に関す

る講座を 2 回開催 

(A) 9 月～11 月 

(B)オンライン、山形

市内 

(C)3 人 

(D)性自認女性 

(E)50 人（延べ） 

200 

 

ジェンダーやフェ

ミニズムにまつわ

る情報提供のメデ

ィア（ウェブサイ

ト・紙媒体）を創出 

(A) Web…週 2 回更新 

紙媒体…月 1 回発行 

(B)オンラインと紙媒

体で実施  

(C)1 人 

(D)不特定  

(E)web…多数  

紙媒体…60部 12回 

20 

定款 6-1-3  

ジェンダー不平等

の中で生きづらさ

を抱えるさまざま

な人々のエンパワ

メントのための力

量形成及び人材育

成事業 

ジェンダー不平等

を解消していく力

量形成・人材育成の

ための学習機会（読

書会など）を提供す

る。 

(A) 4 月～3 月、不定

期に実施 

(B)山形市八日町  

(C)2 人 

(D)ジェンダー、フ

ェミニズムに関心

がある方  

(E)30 人（延べ） 

  

 

 20 

定款 6-1-4 

多様な主体の連携

により、ジェンダー

不平等の解決を促

進するしくみをつ

くる事業 

さまざまな資源を

持った人々と集い、

支援のネットワー

クを形成するため

の機会を創出する。 

(A)4 月～3 月の間に 3

回実施  

(B)山形市八日町 

(C)2 人 

(D)山形県内各地

にて働いている女

性 

(E)15 人（延べ） 

30 

定款 6-1-5  

前各号以外に、定款

第 3 条の目的を達

成するために必要

な事業 

安定的な運営を図

るため、継続寄付を

集める 

(A)4 月～3 月 

(B)郵送、オンライン 

(C)2 人 

(D)Sisterhood の活

動に興味関心があ

る方 

(E)200 人（延べ） 

100 

定款 6-1-6 

前各号の事業を実施す

るために必要な管理・

運営に関する事業 

上記事業の管理・運

営ならびに評価を

行う。 

(A) 4 月～2 月 

(B)山形市内にて実施 

(C)2 人 

（D）事業の利用者

／関係者 

（E）10 人 

30 
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